社団法人　千葉県社会福祉士会

平成２１年度第６回理事会議事録

1、 開催日時　平成２１年１１月２９日（土）
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階

3、 出席者　会長　山﨑
　　　　　　副会長　林、目黒、神山
　　　　　　事務局長　岡本
事務局次長　稲永

　　　　　　会員理事　鈴木、五十嵐、染野
　　　　　　会員外理事　長谷川
　　　　　　代議員　出羽

委任状提出理事　　久保田、岸、小倉、吉田、北、笠原
欠席　会員外理事　石川

欠席　代議員　鳥羽田、篠田、須田　欠席　監事　稲葉、君和田

議題
　（１）報告事項に対する質疑

　（２）議事(案)

　　　　1.代議員選任規則について
　　　　2.千葉市安心生活創造モデル事業について
　　　　3.次年度事業計画および予算案の作成について

　（３）その他
4、 議事録
· 出席者及び資料の確認

岡本事務局長より定款３３条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。山﨑会長より挨拶、定款３２条に基づき、山崎会長が議長を務める。

· 委員会報告・・資料参照、追加報告がある場合、下記

1．事務局報告補足
・CM協会会誌は現在会長に書いていただいている

・H21千葉県地域フォーラム第2回全体会議は目黒副会長に参加いただく
・千葉保護観察所　第2回　連絡協議会は総合相談委員会へ出席を依頼している

2．広報部会報告
・新規アイディア募集にて、締切日はすぎたが、追加で1件「千葉県独立型社会福祉士ネットワーク」提案者　川島隆太氏　を含めた案を総務委員会にて審査を行っていく。

→22年度の中で予算書に品目があって、事業計画に載っていたほうが、助成金の申請をしやすいのではないか。要検討
【議事】
1．代議員選任規程について･･･資料参照　→　原案通り議決

2．千葉市安心生活創造モデル事業について

・常駐の相談員をどうするのか
　→何人か打診している。3年で結果を求められるため、経験者が必要。
社士会としてバックアップしていく為、プロジェクトチームを立ち上げる。取りまとめ役として、社協職員として地域福祉と行政との契約に精通する神山氏にリーダーになっていただく。→承認
・神山氏にプロジェクトメンバーを選出していただく。この方向で進んでいくこととし、見積もりを出し、理事会終了後、教育機関との関わりもあるため、林副会長、神山副会長、稲永理事でどんな話にしていくのか、いつまでに行っていくのかを話あっていく。今後適宜報告。

・訪問員をどうするのか。労働者を募集するのか？学生を巻き込むのか。

→どのように教育機関との連携するのか。基本的なソーシャルワークを学んだ後の学生が好ましい。林副会長と担当の大学の教授と話し合ってもらう。
3．次年度の事業計画および予算案作成について

・収入を上げる努力はされているか

・支出を抑えて事業をやっているか

・予定よりも少ない予算で事業をやって、効果があげられているのかどうか

・この事業は必要かどうか見直し

・第三者評価の実績を踏まえて、今後やっていくのか検討

・事務局経費の考え方

→会終了後、事業決済を行う
以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　板垣

